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拝啓

貴社益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

また、平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、下記書類を送付いたします。

敬具

記

第７回オートアナライザーシンポジウム開催のご案内 ３枚

実施日：日 時：2012 年 6 月 29 日（金） １３：００~１７：４０
場 所：大手町サンケイプラザ ４Ｆホール
　（東京都千代田区大手町 1-7-2 東京駅丸の内北口より徒歩 7 分）

本送付状 　 １枚

※　本情報は、千環協ＷＥＢ内「会員のページ」にも情報が掲載されています。

※　お問い合わせならびにお申込みは、下記へお願いします。

オートアナライザーシンポジウム開催事務局（ビーエルテック株式会社内）

担当：木村（きむら）　E-mail： kimura@bl-tec.co.jp

ＴＥＬ：０３-５８４７-０２５２

ＦＡＸ：０３-５８４７-０２５５

ー　以上　ー



平成２４年５月吉日 

 

第７回オートアナライザーシンポジウム開催のご案内 

 

オートアナライザー協会 

 

 拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。また、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上

げます。 

 

 さて、オートアナライザー協会主催による、第７回オートアナライザーシンポジウムを別紙の通り開催する

運びとなりましたので、皆様にご案内申し上げます。 

 

 オートアナライザーは化学分析の自動化装置として、環境・化学・農水産分野を中心に、内外の基幹の検査

センター様等で多くご利用されている気泡分節を用いたシステムです。その技術は、５０年以上を経た今日に

おいても行政機関や顧客ニーズに対応すべく改良を重ね、多方面から高く評価されております。 

 

 本協会は、オートアナライザーを通して水質分析の高度化、および水質保全に資するための技術支援と、会

員相互の情報交換の場を提供することを目的としております。今年で７回目となる本シンポジウムでは、基調

講演に東京大学生産技術研究所より沖大幹教授を迎え、その他現在注目されている各分野でのオートアナライ

ザーの活用事例が４テーマ、さらには第５回技能試験の結果も発表されます。このシンポジウムが新しい技術

情報の収集と、技術研鑚の場としてご活用頂けるならば幸いでございます。 

 

 また、シンポジウム終了後には演者の先生方との交流の場をご用意させていただいております。ご多忙中大

変恐縮ではございますが、こちらも是非ご出席下さいますようご案内申し上げます。  

 

敬具 

 

―――――――――――――― シンポジウムならびに交流会申し込み要領 ――――――――――――― 

 

  シンポジウム、交流会ともに WEB上（http://www.bl-tec.co.jp/symposium07.html）でお申し込みになれ

ます。また同封の FAX 用紙でもお申し込みになれます。 

 

 

 

 
 
 

事務局 



 
第７回オートアナライザーシンポジウム 

日 時：2012 年 6 月 29 日（金） １３：００～１７：４０  

場 所：大手町サンケイプラザ ４Ｆホール （東京都千代田区大手町 1-7-2 東京駅丸の内北口より徒歩 7 分） 

13:00-13:10 

  

協会挨拶  
 オートアナライザー協会 
 前田 広人 会長 
  

13:10-14:10 

  

 基調講演 「世界の水問題とウォーターフットプリント」  
 東京大学 生産技術研究所 人間・社会系部門  
 沖 大幹 教授 
 

14:10-14:50 

  

「ふっ素、シアンにおけるＪＩS K0170 とＪＩＳ K0102 の比較検討について」 
株式会社 環境管理センター   

 分析センター                         
 平川 久美子 
 

14:50-15:30 

  

「北海道の稲作を支えるオートアナライザー」 
独立行政法人 北海道立研究機構 
農業研究本部 上川農業試験場  

 研究部 生産環境グループ 
 五十嵐 俊成 主査  

15:30-15:50    休憩 
15:50-16:30 

  

「海洋環境変動研究における栄養塩高精度測定の必要性」 
海洋開発研究機構 地球環境変動領域 
海洋環境変動研究プログラム 海洋循環研究チーム  

  村田 昌彦   
 

16:30-17:10 

  

「JX 日鉱日石金属日立事業所における SWAAT の利用」  
 JX 日鉱日石金属株式会社 
技術開発センター  

 蝦名 毅 主任開発員  
 

17:10-17:40 

  
 「第５回技能試験（旧コントロールサーベイ）結果のご報告 」  
 ビーエルテック株式会社 技術部 
西村 崇  

18:00-20:00     交流会 

  

 ※参加費は、無料となっておりますが、事前登録制（定員制）ですので、聴講希望の方は、６月 ２２日までにお申し込み下さい。 

 ※シンポジウム終了後に交流会（事前登録制：¥1000）を予定しておりますので、こちらも奮ってご参加下さい。 

お問い合わせ： オートアナライザーシンポジウム開催事務局 （ビーエルテック株式会社内）   担 当： 木 村 （きむら） 

        ＴＥＬ：０３-５８４７-０２５２   E-mail： kimura@bl-tec.co.jp 
        ＦＡＸ：０３-５８４７-０２５５ 
 



第７回 オートアナライザーシンポジウム ＦＡＸ 申込み用紙 
ＦＡＸ 

０３―５８４７―０２５５ 
 

私は、平成２４年６月２９日（金）のシンポジウムに参加いたします。 

所属名 

（社名） 

 

 

 

部署名 
 

 

フリガナ  

氏名 

 

 

                                                   合計      人 

住所 

〒       

 

 

 

ＴＥＬ 
 

 

ＦＡＸ 
 

 

交流会 

￥1,000（税込） 

 

□ 参加する 

 

参加人数：      人  

 

□ 参加しない 

 

合 計 
＠1,000（税込） ×         人     ＝                    円 

  

ご質問 
協会についてや、装置の操作・運用方法など、ご質問をお寄せください。協会または、関係者から回

答致します。 

 

・本申込書をＦＡＸでお送りください。（http://www.bl-tec.co.jp/symposium07.html）もご利

用ください。） 

・折り返し受講券をご送付致します。参加当日にご持参ください。 

・お申し込み後、受講券がお手元に届かない場合は、ＦＡＸまたは郵便のトラブルも考えられます

ので、お手数ですが事務局までご一報ください。 

・参加申込みは、定員になり次第締め切ります。お早めにお申込みくださいませ。 

＊事務局使用欄 受付番号 担当者 

 

 


